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今
回
の
補
正
予
算
は
、
梅
雨
前
線

に
よ
る
大
雨
被
害
の
災
害
復
旧
費
の

ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営

一
元
化
や
認
定
こ
ど
も
園
等
に
お
け

る
医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
体
制
の

整
備
、
給
付
型
の
奨
学
金
制
度
の
創

設
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
な

ど
を
行
う
た
め
に
計
上
さ
れ
ま
し

た
。 歳

入
と
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
、
８
億

９
，
７
０
１
万
１
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
４
０
４
億
３
８

０
万
３
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
歳
出
】 

   

 

「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
た
取
組

を
展
開
す
る
こ
と
で
、
日
田
市
の
認
知

度
の
向
上
と
誘
客
促
進
を
図
る
事
業

で
す
。
今
回
の
補
正
は
「
進
撃
の
日
田
Ｗ

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
」
等
の
運
営
継
続
費
と
、
日

田
駅
南
広
場
等
に
設
置
す
る
「
進
撃
の

巨
人
」
を
活
用
し
た
装
飾
費
用
を
増
額

し
ま
す
。
最
大
限
の
事
業
効
果
に
つ
な

が
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。 

 

み
ど
り
の
給
付
型
奨
学
金
事
業 

（
１
，４
０
０
千
円
） 

「
進
撃
の
巨
人
」
を
活
用
し
た 

誘
客
促
進
事
業 

（
４
９
８
万
９
千
円
） 

向
学
心
に
あ
ふ
れ
、
学
業
な

ど
に
優
れ
た
資
質
を
持
っ
て
い

て
も
、
経
済
的
な
理
由
で
高
等

学
校
等
へ
の
就
学
が
困
難
な
方

が
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
あ
ら
ゆ

る
人
々
が
教
育
の
機
会
を
均
し

く
受
け
、
有
用
な
人
材
が
育
成

さ
れ
る
よ
う
、
入
学
に
必
要
な

資
金
を
給
付
す
る
日
田
市
の

新
し
い
事
業
で
す
。
寄
附
金
が

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

補
正
予
算
の
概
要 

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業 

（
３
，６
７
１
万
２
千
円
） 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
費
が
増
額

さ
れ
る
も
の
で
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
一
元
化

す
る
費
用
や
、
常
勤
の
支
援
員
を
配
置
す

る
費
用
な
ど
に
対
応
し
ま
す
。
な
お
、
常
勤

支
援
員
の
配
置
費
用
に
つ
て
は
、
国
が
補
助

基
準
額
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。 運

営
の
一
元
化
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
ブ
全

体
を
管
理
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
経
験
豊

富
な
支
援
員
さ
ん
を
本
部
に
複
数
名
配
置

す
る
必
要
が
あ
る
と
意
見
す
る
と
と
も
に
、

移
行
期
間
に
十
分
な
運
営
体
制
の
構
築
を

図
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
し
た
。 

　高等学校・高等専門学校 10万円
　専修学校・大学 ２0万円

みどりの給付型奨学金（給付額）
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集
落
活
動
推
進
事
業 

「
ひ
き
こ
も
り
家
庭
」
の
困
り
事
に
は
、

表
面
化
し
に
く
い
も
の
も
含
ま
れ
る
。
そ
の

た
め
、
市
内
の
「
ひ
き
こ
も
り
家
庭
」
の
実

態
調
査
を
実
施
し
た
り
、
家
族
会
や
関
係
者

と
の
建
設
的
な
意
見
交
換
会
な
ど
開
催
し

た
り
し
て
、
困
り
事
を
掘
り
起
こ
し
、
効
果

的
な
支
援
に
つ
な
が
る
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
。 

「
超
高
齢
化
」
が
進
む
現
在
、
地
域
活

動
の
担
い
手
が
不
足
し
た
り
し
て
、
共
助

の
成
り
立
た
な
い
地
区
も
増
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
事
業
は
集
落
支

援
員
が
地
域
の
人
々
や
関
係
機
関
を
つ

な
ぐ
活
動
を
行
う
も
の
で
、
そ
の
役
割
の

重
要
性
か
ら
今
後
は
人
数
を
増
員
し
て

い
く
取
組
を
進
め
る
こ
と
。 

ま
た
、
そ
の
活
動
効
果
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
、
住
民
自
治
組
織
と
こ
れ
ま
で

以
上
に
密
接
に
連
携
し
、
地
域
か
ら
の
声

が
届
き
や
す
い
市
の
体
制
づ
く
り
を
行

う
こ
と
。 

ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
ト
事
業 

重
層
的
支
援
体
制
整
備 

移
行
準
備
事
業 

地
域
住
民
が
求
め
る
支
援
は
、
多
様
で
複

雑
化
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
幅
広
く
ニ
ー

ズ
を
と
ら
え
て
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援

体
制
の
構
築
が
必
要
。
こ
の
事
業
は
、
そ
の

よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
、
様
々
な
機
関
が
協

働
し
て
支
援
会
議
を
開
催
し
、
重
層
的
な
支

援
体
制
の
実
施
検
討
を
行
う
も
の
。 

令
和
６
年
度
は
、
３
か
年
計
画
に
お
け
る

２
年
目
に
当
た
る
。
令
和
５
年
度
決
算
状
況

を
見
る
と
、
進
捗
に
不
安
を
覚
え
る
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
か
ら
の
体
制
整
備
に
向
け

て
移
行
準
備
を
け
ん
引
す
る
役
割
を
持
つ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
を
検
討
す

る
こ
と
。 決

算
審
査
委
員
長
報
告 

付
言
・
要
望
し
た
内
容
（
抜
粋
） 

９月定例会で付託された令和５年度一般会計決

算認定のほか、特別会計と公営企業会計につい

て、10月に決算審査特別委員会で審査しました。 

11月５日に臨時会を開催し、決算審査特別委員

長から 25項目の付言・要望する審査内容の報告

の後、採決を行った結果､「認定」となりました。 

※ 決算額や各指数の詳細は、広報ひた令和 6年

12月 1日号に掲載予定です。 

令和５年度分
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中島の視点 

医療的ケア児・ケア者を含め、災害時に

支援が必要な障がい者や高齢者などは、

避難計画が重要となってきます。このため、

地域の支援者や福祉専門員が一体とな

り、医療機関等と地域調整会議を行うなど

して、平時から個別に避難計画を作成する

取組みを進めることが必要だと考えます。 

 

医療的ケア児・ケア者への配慮について

と答弁

【中島】医療的ケア児・ケア者の避難場所とし

て、非常用電源が設置されている施設への避難

所設置はできないのか伺う。 

【総務企画部長】 大規模な災害時には長期停

電も想定され、人工呼吸器など必要な方の電源

の確保が命に関わる重要なことと認識している。

このため、医療的ケア児・ケア者を受け入れ可能

とする避難所の設置について検討したいと考え

ている。 

 

【中島】医療的ケアを必要とする未就学児や家

族に対する支援の必要性について市の考え方

を伺う。 

【福祉保健部長】 市内には短期入所等の医療

的ケア児を受け入れる事業所が少なく、在宅で

看護・介護を行う保護者の負担が多い状況にあ

る。このため、レスパイト支援による保護者の負

担軽減を行うほか、集団生活を送るため子ども

園等の施設における受入れ体制の充実や、医療

機関等との連携による支援体制の強化を図る必

要があると考えている。 

 

【中島】これまでも質問してきた合理的配慮の

観点からも、一人ひとり必要とする配慮・支援は

異なる。このため、医療的ケア児・ケア者をはじ

め、ご家族、関係機関、そして行政との間で意見

交換会や建設的な対話を行い、その方にあった

配慮・支援を行う必要性について市長の考えを

伺う。 

【市長】 当事者の方々の意見をしっかりと伺い

ながら、行政内部、それから教育庁をはじめとし

た関係部局、関係機関との連携を進めていく。 

【中島】小中学校における医療的ケア児の支援

状況について伺う。 

【教育長】 医療的ケアの種類や生活の実態が

個々によって様々なので、本人や保護者との話し

合いを十分に行い福祉部局と連携しながら対応

していく。具体的には、文部科学省が実施している

医療的ケア看護職員配置事業の活用について現

在検討している。 

 

【中島】停電時などに在宅で必要となる非常用

電源購入支援事業について伺う。 

【福祉保健部長】 令和６年度からは地域生活支

援事業の日常生活用具の給付メニューで非常用

電源購入費用の助成を行っている。以前は１回限

りの補助だったが、６年度からは耐久性を勘案し

対応年数経過後の買い替えもできる制度に見直

している。 

 

【中島】医療的ケア児・ケア者がスムーズに避難

行動を取れるよう、平常時からの医療機関等との

連絡や情報共有について市の考え方を伺う。 

【福祉保健部長】 医療機関への働きかけ等につ

いては、個別避難計画の作成時や医療機関も参

画した医療的ケア児支援連携連絡協議会等を通

じ情報共有を行っている。また、今年度は医療的

ケア児２名に対して、災害時の避難を想定して医

療機関と連携した訓練の実施も検討している。 
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若年性認知症を患う方々が仕事への意欲
や生活の質を向上させていくためには、早期
サポートにつなげることが大切です。そのため
には、職場や地域が若年性認知症について
理解を深めることが重要であると考えます。 
また、認知症高齢者等個人賠償責任保険

制度についても、早期に事業化することを要
望しました。 

 被災した三郎丸橋関連の復旧状況については、仮設上下水道
管への切り替えが 11 月 6 日までに完了しました。また、橋梁の撤
去工事は 11 月 11 日から開始予定です。（※11 月 8 日現在） 

認知症対策について

発行：日田市議会議員  中島 章二   

〒877-0006大分県日田市港町 8-64 携帯電話 090-8412-9143 

【中島】若年性認知症者の発症確認と対策につ
いて伺う。 
【教育長】 職場や家族など周囲の身近な方が
異変に気付き受診を勧めて発見されるケースが
多い。診断後はケアマネージャーや認知症初期
集中支援チームや地域認知症支援員が相談に
応じるとともに、雇用に向けた支援や介護サービ
スにつなぐ対応を行っている。 
 
【中島】認知症者に対する施策を推進することを

目的とした実効性のある条例制定について、そ
の考え方を伺う。 
【市長】 市が主導して条例制定するよりも、まず
は認知症サポーター養成講座等を通して認知症
に関する理解や意識の啓発を進め、市民をはじ
めとする関係者全体の機運が高まることを目指
すことが結果的に条例制定につながると考える。 

 

中島の視点 

認知症高齢者等個人賠償責任保険とは？
厚生労働省の研究班によると、認知症者は

2040 年には約 584 万人となり、65 歳以上
の高齢者の約 15%を占め、6.7 人に 1 人の
割合になると推測されており、よりいっそう身
近な問題となりつつあります。 

 この保険は、認知症者が徘徊中に起こした
事故等で発生した賠償を補償するもので、保
険料は自治体が支払います。 自宅や地域で
暮らす認知症者と家族を支える取組です。 

【中島】認知症高齢者等個人賠償責任保険

制度に自治体として加入する必要性について

市長の考えを伺う 

【市長】 認知症の方やそのご家族が住み慣れ

た地域で安心して暮らし続けるという観点から

は必要なものと考えている。今後実施に向けた

検討を進めていく。 

橋梁撤去工事 

仮設上下水道管 

R7年度

7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

仮設

歩道橋

橋梁

工事
（予定）

完了未定

今後の復旧計画 （令和6年11月1日現在）

R6年度

測量

・

設計

測量・調査

詳細設計

仮設歩道橋

本復旧旧橋撤去

橋脚補強


